【ヒトGLP－1受容体作動薬自己注射を始める前に】
　ID：　　　　　　　　　
この説明書は、　　　　　　　　　　様がヒトGLP－1受容体作動薬注射を初めて実施（又は薬剤変更）するために知って頂きたい必要な内容を記載したものです。

１．ヒトGLP－1受容体作動薬注射の対象となる病態とは

（1）食事療法、運動療法のみで十分な効果が得られない場合
（2）食事療法、運動療法に加えて薬物療法を行っているが、十分な効果が得られない場合
あなたの場合（　　）の病態に該当します。

※ヒトGLP-1受容体作動薬は1型糖尿病には適応がありません。
２．治療に用いるヒトGLP－1受容体作動薬の特徴について

ヒトGLP－1受容体作動薬は、血糖に応じて血糖値を下げるホルモンであるインスリンの分泌を促進させ、同時に血糖値を上げるグルカゴンの分泌を抑制するお薬です。
ヒトGLP－1受容体作動薬は大きく分けて

①１日１回投与製剤　　　　　②１日2回投与製剤　　　　　③週１回投与製剤
あなたが使用するのは　　　　　　　　です。

３．ヒトGLP－1受容体作動薬療法のリスク

　ヒトGLP－1受容体作動薬には胃の中にある食物の排出を遅らせる作用があり、体重が増えにくい効果がありますが、消化管に作用するため、便秘や悪心・嘔吐、下痢などの副作用があります。また、他の糖尿病薬と併用した場合、ふるえやめまい、顔面蒼白などの低血糖症状があらわれやすくなるため注意が必要です。
　・低血糖時

　
・下痢・便秘・悪心・嘔吐時
　
・高血糖時

　
４．自己注射に必要なもの

①使用説明書　　　　②注射器、注射針（ペン型もある）　　　③消毒用アルコール等
５．自己注射の方法及び留意点

（1）問題があった場合は、医師から再度自己注射のための指導を受けて下さい。

（2）自己注射開始後、月に1回は受診して下さい。

（3）用法・用量（1回あたりの量）を守って下さい。

（4）自己注射の実施状況及び体調の変化を血糖自己測定記録と共に毎月の診察時に必ず持参して下さい。

（5）ヒトGLP－1受容体作動薬は、使用期限や浮遊物がないかを確認して使用して下さい。

保存方法は、未使用のものは冷蔵庫で、使用中のものは常温で保管して下さい。
（6）ヒトGLP－1受容体作動薬を他の方に使用又は譲渡はやめて下さい。

（7）使用済の注射器や注射針（本体は除く）は専用の容器、又は適切な容器に入れ病院の指示に従い廃棄し、絶対に家庭用ゴミに出さないで下さい。

６．血糖自己測定の操作方法及び留意点

　使用の前には必ず製品の添付文書又は取扱説明書をお読みの上、正しくご使用下さい。測定結果に基づく

　臨床診断は、臨床症状や他の検査結果と合せて医師が総合的に判断します。したがって医師の指示なく
経口剤又はヒトGLP－1受容体作動薬投与量を変えないで下さい。

７．ヒトGLP－1受容体作動薬治療中に食事がとれない場合の留意点

　感染症（下痢、発熱、体調不良）などで食事がとれない場合（＊シックデイ）は、血糖値が上昇する場合が
多いためヒトGLP－1受容体作動薬治療を中断することなく十分な水分をとり、早めに受診して下さい。

＊　シックデイの指示は主治医より受けて下さい。

食事量や血糖値に合わせて、医師の指示された方法でヒトGLP－1受容体作動薬投与量を調節する必要
（シックデイルール）があります。
（1）食事は摂取しやすい形（お粥、麺類、果汁など）でエネルギー、炭水化物を補給して下さい。
（2）水分は少なくとも1日1000ｍL以上摂取して下さい。

（3）血糖自己測定を行って下さい。
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　ご質問などございましたら、医師又は看護師までご相談下さい。
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